









ネ オ ー グ レ ッ ク と イ ー ス ト レ イ ク
ー アメ リカにおける解釈 と同時代 の意 匠一
大阪市立大学大学院 藤 田 治 彦
序 論
ジー クフ リー ト ・ギ ーデ ィオ ンが 「空 間 ・時 間 ・建 築」 の中でセ ン ト ・ル イ
スの鋳 鉄製 フ ァサ ー ドやバ ルー ン ・フ レー ムそ して シカゴ派 の記述 に紙 数 を費
した よ うに、同 じく彼 の「機械 化の文化 史」の中で イギ リスの アーツ ・ア ン ド・
クラフツ運動 と時期的 に平 行 す る1850年か ら1890年までの アメ リカに"特 許家
具 の時代"と 命名 した よ うに,十 九世紀後半 の アメ リカは発 明 の時代 の技術 の
地 と して,多 くの場合,美 的諸 思潮の渦巻 くヨー ロ ッパ と対照 された。1940年
代 に出版 された上記 の二著 は各 々,基 本的 には ル ・コル ビュ ジエの1920年代初
頭の著作 で あ る 「建 築へ」 と 「今 日の装飾 芸術 」の焼 き直 しで,こ の よ うな意
匠史上 の アメ リカ観 は少 な くとも前世紀 末 に滞米 した ア ドルフ ・ロー ス にまで
遡 り,幾 つ かの意 匠史関係 図書 に引用 され る単純 で機 能的 なア メ リカ製 品 を称
讃 す る各 種国際博 覧会 の報 告 な どにも矛盾 しないが,1920年代の ヨーロ ッパ で
一応 の形 を成 し,ギ ーデ ィオ ンらによって広 め られたモ ダ ン ・デザ イ ンの歴 史
的 な合理 化 の一手段 であった ことも否 めない。例 えば,サ ミュエ ル ・ビ ングは
ロー スとほぼ同時期 にア メリカ を訪れ,ヨ ーロ ッパへ も紹介 す る価値 の ある種
々の装飾美術 を見 ていた。
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ビングの アメ リカ美術 とアー ル ・ヌー ヴ ォー に関す る評論 が米 国で編集 出版
された1970年頃 には,デ ザ イ ン史 の研究 領域 と して も,様 式史的 かつ地方 史的
に扱 われ るこ との 多い南北 戦争以前 の時代 と近代 芸術や技術 といった観点 か ら
見 られ る今世紀 の所謂 モ ダ ン ・デザ インの時代 との間 も後者 に近 い方 か ら基礎
的研究 が進 み,そ の後 「ア メ リカの アー ツ ・ア ン ド ・クラフ ツ運 動」,「 アメ
リカン ・アール ・ヌーヴ ォー」 とい う具合 に,ヨ ー ロ ッパ の諸動向へ の対応物
を国内 に求 め る形 で展覧会 の企画 や出版活動 も続 いてい る。 しか し,こ の よ う
な状況 と共 に,少 な くとも欧米 では十九世紀 までは相 当な社 会的現実性 を保 ち,
前 の世代 の歴史 家 な らば経験 的 にも知 っていたで あろ う,造 形 におけ る古典的
な もの と浪漫的 な もの との相 剋 あるいは調和 といった基礎的 な問題 が軽 視 また
は無視 されて しま う傾 向 も見 られ る。
1850年代 か ら南北戦 争 を経 て1870年代 に かけての ア メリカで は,ヨ ー ロ ッパ
からの建築 家や室 内装飾 家 の移 入や ヨーロ ッパ各地 で各種 造形美術 を学 んだ ア
メ リカ人 の増加 な ど人的要素 の変化 に加 えて,急 速 に成長 しつ つ ある社会 での
機械 の美学 や生産 の論理 とで も呼ぶべ き近 代 アメ リカ的 な力 も作 用 して,ヨ ー
ロ ッパ に由来す る造形運動 や様 式 も時 には発生 の地 以上の注 目すべ き展 開 を示
した。本 論で考察 す る"ネ オ ーグ レック(Neo-Grec)"と"イー ス トレイ ク
(Eastlake)"もその類 で,十 九世紀 の アメ リカで次 々 と現 わ れては消 えた一連
の リヴァイヴ ァル様 式 と同様 に扱 われ るこ とも多い が,共 に何 かの復興 とい う
よ りは独 自性 の高 いものだ った。 両者は互 に多 くの共通点 を有 し,そ れ が一種
の建 築様 式 あ るいは装飾様 式 として用 い られた時期 も重 な り合 いなが ら相 前後
して いた。 それ らの時代 か ら約半世紀 が過 ぎた1927年には,ト マ ス ・E・ ター
ルマ ジが両者 の関係 を次 の よ うに記 述 してい る。
「イース トレイ クのモ ー ドとヴ ィク トリア ン ・ゴ シックとの関係 は,ネ オ
ーグレ ックとフラ ンスの様 式 との関係 に相 当す るが,奇 妙 なこと に,こ
のふ たっ の装飾体系 に含 まれ る幾 つ かの詳細 は互 に極 め て似 て い る。」
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ネ オ ーグ レッ ク
"ネオ ーグレ ック"と い う名称 は,遅 くとも1863年には フラ ンスで,"グ リ
ー ク・リヴァイヴ ァル"と は異 なる本論 の文脈 上の意味 で使 われて いたよ うで,
それは扁た い繰形 や平板 な窓 まわ りの処理 そ して各 開口部 上 の扁平 で墓碑 にで
も使 われ そ うな破風 といった平板 化 された建 築的要素 と,細 い唐草 の よ うな植
物 文様 を伴 った同様 に扁平 な円花飾 りな どの詳細 を意味 した とい われる。 この
よ うに単純 化 された建 築物 の外部 意匠 は,程 無 くアメ リカで も流 行す るマ ンサ
ー ド屋根 の フラ ンス第二帝政様 式 の豪壮 な邸 宅や公共建 築物 を想 うと意外 だ が,
ルイ ーフ ィリップの時代 か ら第二帝政期 にかけての フ ランスの有力 な傾 向の ひ
とつで,実 際 の ところ,1848年の二 月革命前後 にパ リのエ コール ・デ ・ボザー
ル にアメ リカ人 と して初 めて学 んだハ ン ト(RichardMorrisHunt,1827～1895)
や彼 に続 くリチ ャー ドソ ン(HenryHobsonRichardson,1838～1886)がア メ
リカへ帰 って間 も無 く設計 した幾 つかの作 品,及 び当時 フ ランス か らマ ンサー
ド屋根 をア メリカに導入 した と目 され ているヨーロ ッパ人 が米 国東部 で1850年
前後 に建 てた住宅 は,共 に非常 に意 匠上の抑制 の利 い たもので あった。 この よ
うにフラ ンスで1860年代 まで にネオ ーグレ ックと呼 ば れるよ うになった もの は,
広義 の新古典 主義 にば ともか く,狭 義 の グ リー ク ・リヴ ァイヴァル には程遠 い
もの だった ことが窺 われ る。
アメ リカでは,ハ ン トの弟子 の一人 で理論面 で も相 当 な活動 を した建 築家 ヴ
ァ ン ・プ ラン ト(HenryVanBrunt,1832～1903)による幾 つ かの評論 の中 に
ネ オ ーグ レックの名 を見 るこ とがで きる。 それが初 めて登場 す るのは1878年の
装飾 美術 に関す る短 いエ ッセ イの中で,そ の名称 につ いての特 別 な言及 は無 い
もの の,そ れが自明 の如 くにフ ランス の建築家 ラブ ルース ト(HenriLabrouste,
1801～1875)に結 び付 け られてお り,ヴ ァン ・プ ラ ン トにとってのネオ ーグ レ
ック とは1861年に発表 されて好評 を博 した彼 の初期 の エ ッセ イ 「グ リー ク ・ラ
イ ンズ(GreekLines)」の中で"ロ マ ンテ ィー ク"と 呼 ばれた もの に相 当 す
一59一
ることが判 る。 「グリー ク ・ラ インズ」 は評論 とい うよ りは古 典 的な もの を中
心 と した ヨー ロ ッパ建 築史概 論 に近 い形 をとり,前 半で は古 代ギ リシアとロー
マの建築意 匠 におけ る線 の質 を比較 し,そ れに基 づ いて後半 で は古典 古代 か ら
新古典主義 の十九世紀迄 を概 説 し,最 終 的 には古 代 ローマ及び イ タリア ・ル ネ
サ ンスのア カデ ミックな古 典主義 を斥 け,ラ ブ ルー ス トを代 表 とす る,古 代 ギ
リシアな どローマ以前 あるいはローマ以外 の造形 を尊重 し因 習的 な もの を否定
す る,古 典主 義の系譜上 の ロマ ン派 の作品 とその理 念 を称揚 す る もので あった。
ヴ ァ ン ・プ ラ ン トは建築 装飾 におけ る鋳 鉄 の使 用 に積極的 な見解 を示 した評 論
を1859年に発 表 して以 来,1875年には ヴ ィオ レール ーデュ ク(Viollet-1e-Duc)
の 「建築講話(Entretienssur1'architecture)」を英訳 出版す るな ど,一 種
の合理 主義 者 と見做 されて いたが,そ の 厂建築 講話」 の英語 版の序 文で は,既
に"ロ マ ンテ ィー ク"と 呼 んで いた ラブルース トや デュバ ン((FelixDuban,
1797～1870)らに デ ュ ク(LouisDuc,
1802～1879)とヴ ォ ー ド ワ ィエ(Leon
Vadoyer,1803～1872)を加 え,彼 ら
が フ ラ ン ス へ 持 ち 帰 っ た"ギ リ シ ア の
心"が 後 に パ リで"ロ マ ン 派"と し て
知 ら れ る も の に な っ た と述 べ て い る 。
彼 ら 四 名 は 共 に エ コ ー ル ・デ ・ボ ザ ー
ル に 学 び,ア カ デ ミー の 力 が 弱 ま っ た
1830年の 革 命 の 前1823年 か ら1826年に
か け て の ロ ー マ 大 賞 の 受 賞 者 で あ り,
各 々 に 革 新 的 な 諸 要 素 を も つ サ ン ト ・
ジ ェ ヌ ヴ ィ エ ー ヴ 図 書 館(1838～50,
図1),エ コ ー ル ・デ1ボ ザ ー ル(1832
～64,増 築),パ レ ・ ド ・ ジ ュ ス テ ィ
図tア ン リ ・ラ ブル ー ス ト
サ ン ト ・ジ ェヌ ヴ ィエ ー ヴ図書 館
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ス(1840～69),そしてマ ルセ イユの大聖堂(1845～93)の設計 によって知 ら
れ る。 ヴ ァン ・プ ラン トは建築 においてそのロマ ン派 を成立 させて いた ものは,
よ り広 い創 造の余地 の容認 と線 の優 雅 さや純 粋 さに対 す る幾 分 ギ リ シア的 な繊
細 な感情 による建築諸形 態 の洗練 で あった と記 してい る。 ネオ ーグレ ックとも
呼 ば れるよ うになったパ リのロマ ン派 は,そ の盛期 を過 ぎて もア メ リカのエ コ
ー ル ・デ ・ボザー ル関係 者 の間 では一種 の語種 だった よ うで,1880年前後 にパ
リに学 んだハ ム リン(AlfredDwightFosterHamlin,1855～1926)はネオ ー
グレ ック派 と してデュ ク,デ ュバ ン,そ して ラブルース トを挙 げ,そ れは ドイ
ツや オース トリァに も影響 を与 えた と述べ てい る。
1893年に ヴァ ン ・プ ラ ン トは1861年の 「グリー ク ・ライ ンズ」 の中 で"ロ マ
ンテ ィー ク"と 呼 んで いた ものの多 くを"ネオ ーグ レック"と言 い換 えて評論集
の一部 として再刊 した。 これ によってヴ ァン ・プラ ン トと彼 の著 作は後 に述 べ
る近年 のネ オ ーグ レック論争 の焦 点 のひ とつ となるのだ が,そ れ に劣 らず重要
なの は,建 築評論 家 ス カイラー(MontgomerySchuyler,1843～1914)による「故
リチ ャー ド・M・ハ ン トの諸作 品 」と題 された1895年の評論 で あろ う。 アメ リカ
建 築 界の重鎮 となっていたハ ン トの死 に際 しては,彼 の弟子 であった ヴァ ン ・
プ ラン トも小 論 を著 わ して いるが,そ れは旧 師 に対す る頌徳 文的 な傾 向 が強 く,
ハ ン トの経歴 におけるネオ ーグ レックの意義 につい て も明確 な言及 は避 けてい
る。 それに対 して,ス カイラー はハ ン トの1870年代初期 の作 の幾 つか に,程 度
の差 こそあれ,ネ オ ーグレ ック とい う名称 を用い,今 日に至 るまで多 くの不明
な点 を残 しなが らもアメ リカの1870年代 を中心 とした或 る種 の建築 に それ を適
用 す る先例 となった。 ス カイラーに よるネオ ーグレ ックの解 釈 は,そ れ が結果
と して は不成功 に終 った過去 の もの とは認 めなが らも,具 体 的かつ近代 的 な性
格 の ものだ った。彼 はフ ラ ンス で もネ オ ーグ レックの特色 の ひとつ と考 えられ
て いた細 い刻線 による装飾 を,一 時的 な流行 ではな く,慣 習 的 な建築 を構 成す
る装飾 をその"細 く刻 まれた線"と い うまさに表 面的 な装飾 によって代 えよ う
とす る努 力 と考 えた。
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アメ リカに おけるネオ ーグ レックの展 開 はニ ュー ヨー クなどで十 九世紀 の後
半 に盛 んに用い られた鋳鉄 製 フ ァサ ー ドの意 匠 に小 さな歴史 と して見 るこ とが
で きる。初期 の鋳鉄 フ ァサ ー ドは単純 な柱 と楯の構 成 に多少の装飾 を施 した も
の だったが,南 北戦争近 くにな ると,業 者 た ちは ルネサ ンスの意 匠 を模 して鋳
造 したフ ァサー ドに石造擬 いの塗 装 をす るよ うになった とい う。 ヴァン ・プ ラ
ン トが前記 の建 築 にお ける鋳鉄 の使 用 についての評論 を発 表 したのは この時期
だ った。 その時 を彼 は鉄 の時代 と認 め,一 種 の機 械 の美 学 を展 開 した。彼 は中
世 の精神 が献 身的 な手 工の精神 な らばヅ彼 の時代の それ は機械 の精神 だ と述 べ
た。 また材 料の真理 に関 して,鉄 の単調 さは石の 多様 さ と同 じ位 に見事 な もの
だ とも記 した。 こ こで ヴァ ン ・プラ ン トは当時 アメ リカに も大 きな影響 力 を持
っ ていた ラス キ ン(JohnRuskin)を向に回 してい る。 ヴ ァン ・プラン トは り
ベ ッ トやボ ル トの頭 で も装飾 の一部 であ り うる と示唆 してい る。彼 の意 見は ラ
ス キ ンに近 い立場 か らの反論 も受 けたが,南 北戦争後 か ら1870年代 にかけて各
種 の意 匠上の試 み を伴 いなが ら急増 した鋳 鉄 フ ァサー ドの中で評価 され るべ き
ものの多 くは彼 の敷 いた線 に沿 っていた。柱 は石 では な く鉄 の表現 を持 つ よ う
にな り,立 体的装飾 の 多 くは刻 線 な どの使 用 によ り巧み に平面 的 なもの に置 き
代 えられ,大 きな ガラスの入 った開 口部 と調和 した。円花飾 りなどの点 的装飾
は,時 には りベ ッ トの頭以 上の詳細 を持 たな くな り,花 の形 を残 して も各鋳鉄
部材 の接合 を示 す よ うな位 置 に付 け られた。
今世 紀 に入 っ てか らは,1911年にイギ リスg古 典 主義建 築家 リチ ャー ドソ ン
(AlbertE.Richardson,1880～1964)がネオ ーグ レックをやや広義 に解釈 し
て創造性 のあ る古典主義 の系譜 を支持 した こともあ るが,ア メ リカでは それ が
ラブルース トを中心 とす るグルー プに由来 し,1870年代 には相 当の影響 を示 し
た動向 だ とい う認識 は あって も,奇 妙 な名 を持 つ過去 の もの とい うの が一般 的
な理解 になって いた。 ヒチ コ ック(Henry・RussellHitchcock,1903～)は1936
年 にアメ リカの リチ ャー ドソ ンのモ ノ グラフの 中で,数 年前 にネ オ ・グ レ ック
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に関 して使 った"冷 た く優雅"と い う形容 に代 えて,"生 硬 な","金 属 的 な"
或 いは"丸 みのな い"と いった表現 を用 い たば か りか,ネオ ーグレ ックに革新 的
な運動 とい うよ りは十九世紀 中頃の フラ ンスの公認 的 なやや堅苦 しいス タイル
と しての位置 を与 えよ うと した。 フラ ンスでは ラブルース トな どかつ ての反 ア
カデ ミー派 が1840年代 か ら1850年代 にかけて揃 って重要 な公共施設 を担 当 した
時期 が あり,そ の意味 で はヒチコ ックの ネオ ーグ レックの理 解 は正 しいのだが,
彼 の テーマで あった リチ ャー ドソ ンの円熟期 の作品 の性格 を際立 たせ るための
前置で あった ことも否 め ない。 ヒチコ ックがネ オ ・グ レックにつ いて否定的 な
見解 を示 して以 来,そ の言葉 は本格的 に論議 され るこ とな く細 々 と使 わ れ続 け
て来た が,レ ヴィン(NeilLevine)によるラブル ース トとネ オ ーグ レ ックに
関 す る1975年の学位 論文 は,ベ ネヴ ォロ(LeonardoBenevolo)によって示 唆 さ
れて いた コ ン ト(AugusteComte,1798～1857)のポ ジテ ィヴ ィス ムと い う思
想的背 景 と"読 め る建 築"と い う意匠上 の可能 性 と限界 とを与 えた11910この論文
の相 当 な部 分 は1977年に出版 され,高 度 に洗練 され含蓄の ある内容 がエ コー ル
・デ ・ボザー ルの再 評価 の動 きの中で好評 を博 したが,一 方 では,そ の幾 分 か
恣意的 な史料 の選択 と時 と して強 引 な解釈 が ミドル トン(RobinMiddleton)に
よって批判 された。
十九世紀 の家具 および室内装飾関係 者 か ら現代 の装飾美術史 家 に至 る迄,ア
メ リカの装飾美術 界 には ネオ ーグ レックにつ いての一応 の共 通の理解 が あるが,
一 方 そこ には建築 におけ るネオ ーグレ ックとの微妙 な差 異 も見 られ る。十九世
紀 のニ ュー ヨー ク室 内装飾 界の貴 重 な記録 で あるバ ーゲ ン(ErnestHagen)の
手記 には,彼 の言 う"ネ オ ーグ レック"的 意匠 を事 としたニュー ヨークの ある
室 内装飾 業者 につ いての評言 があ り,メ トロポ リタ ン美術館 のカタログのひ と
っ に引 用 されてい るが,そ れは われわれが検 討 して きた建築 にお けるネオ ーグ
レックとは相 当 に異 なった もの を指 してい る。
「・…・彼 らの作 品 は,ほ とん どが,"ネ オ ーグ レ ック"で,そ れは 長 椅 子
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や肘掛椅子 の頭 に真 鍮の ス フィンクスが輝 き,背 はメ ダリオ ンで彩 られ,
金色の刻線 が走 り回 り,真 鍮 を被 せ た玉縁 が釘付 され てい るとい う恐 ろ し
く飾 りた てた スタイルで ある。」
これは ネオ ーグレック を何 か禁欲的 で非 装飾 的 な様式 と見 る立場 からは,ま る
で正 反対の性 格 を持 つ物 につ いての記述 の よ うだが,少 な くとも基 本的 な装飾
手段 で ある"刻 線"と い う点 で は一致 して お り,他 の特徴 も歴史 的 には推 定の
及 ぶ もので あ る。第一 に,室 内装飾 の世 界で は新 古典主義 の初期 にフラ ンスで
"グ ・グ レック(goutgrec,ギ リシア趣 味)"と呼 ばれ た考古学的 な正確 さには
無 頓着 な流行 が あ り,そ の よ うな傾 向はデ ィレク トワール期 や ア ンピー ル期 に
も見 られ,殊 にアメ リカでは ギ リシア的 な家具 は イギ リス経 由の リージ ェ ンシ
ー と しても,優 勢 だった建 築 におけ るグ リー ク ・リヴ ァイヴァルと共 に,1840
年代 まで数 多 く作 られて いた とい う歴 史的背景 が ある。 第二 に,上 に引 用 した
バーゲ ンの記録 が非常 に個 人的 で不正確 なネオ ーグ レックの理 解 であった に し
て も,現 在 の装飾 美術史 家の 多 くが示す見解,則 ちネオ ーグレッ クは十 九世紀
後半の室内装飾 におけ るルネサ ンス ・リヴ ァイヴ ァル或 いはヴ ィク トリァ ン ・
ル ネサ ンス と呼 ばれ るものの一種 だ とす る意 見 には大 き く矛盾 しない。 そ して,
ここで重要 なことは,建 築 において本来 のネ オ ーグ レックと見 な されて い るラ
ブルー ス トやデ ュ クやデ ュバ ンは イタ リア ・ルネサ ンスの系譜 を守 るフ ラ ンス
の アカデ ミー内 で革 新 を計 った人々で,結 局 は彼 らの作品 も広 義 のル ネサ ンス
の系譜上 に位 置 づけ られる とい う事実 で あろ う。 また,バ ーゲ ンの見解 ほ どで
はな くとも,概 して ネオ ーグレック を装飾過 剰気味 で時 には意味 あり気 に大 き
なア ンセ ミオ ンその他 の考古学 的デ ィテール を持 つ様 式 とする装飾 美術 研究 者
間 の一般的 な理解 は,不 正確 な記録 の結 果で ネオ ーグレ ックの統 一的 な把握 を
阻害 す るもの とい うよ りは,例 えば近代建築 におけ る合理主義 ・機 能主義 ゐ里
程標 と見 な され もす るラブルー ス トの作 品 に幻想的 な壁画 や象徴 的 な人物 像 な
どを見 る時 に感 ずる不可解 さをと く鍵 の ひとつ で あろ う。 われ われは同 時 に建
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築 と室 内装飾 さ らには個 別 の家具 との間 にあ る公的 そ して私的 な性格 の相異 に
も留意 すべ きで,前 述 の レヴ ィンや彼 の論文 を批判 した ミ ドル トンも注 目 して
いるネオ ーグレ ックにおけ る当時の高度 に象徴的 な或 いは直喩 に近 い表現 をと
った諸 計画案の評価,更 には それ らとフ ランス大革 命前後 の幾 つ かの空想的 建
築案 との関係の解 明 も今後 の課題 にな るが,各 々の場 合 に許 され或 いは期 待 さ
れた逸脱 の度合 の差 を念頭 に置 かない と,ネ オ ーグレ ックの歴 史的意義 を曲解
す る恐 れがあ る。
ネオ ーグ レック的 な意 匠 は,そ のア メ リカへ の導入者 とも言 えるハ ン トの例
を除 けば,比 較 的 目立 た ない形 で各地 に広 まった が,所 謂ハ イ ・ヴ ィク トリア
ン ・ゴ シックとほぼ時 を同 じくして1870年代 の半 ば を過 ぎた頃 には基:本的 な展
開力 を失 いつつ あった と思 われ る。 これは1873年のパ ニ ックに続 く経 済不況 の
時期 で あ ると同時 に,1871年の シカゴそ して1872年のボ ス トンと続 い た都市部
での大火 で以前 か ら論 じられて いた鋳 鉄 の熱 に対 す る弱 さが一般 の 目にも明 ら
かになった時期 で もあ った。 シカゴで はそれ まで市 の一区画 を被 う程 に使 われ
て いた鋳鉄 ファサ ー ドが,大 火災の後 には数 える程 しか用 い られ なかった とい
う。 ネオ ーグ レッ クは その発生 の地 フラ ンスでは次 の世代 を代表 す るガルニエ
(CharlesGarnier,1825～1898)によ る大作で あ る華 麗 なパ リの新 オペ ラ座
(1861～75)の出現 などに よ り,い ささか前 時代 の意匠 と見 な され るよ うにな
る と同時 に,ア メ リカで は鋳鉄 建築 とい う重 要 な舞 台,即 ち,新 しい材料 と新
しいプ ログラムの適 切 な表 現様 式の確立 が期 待 され ていた絶 好の舞台 を失 いつ
つ あった。
イ ー ス トレ イ ク
1880年代 に鉄 は造形材料 か らよ り本格 的 な構造材 料へ と姿 を変 え,そ の実務
の世界へ の関 わり もエ コー ル ・デ ・ボザー ル卒のハ ン トでは な く,主 に実際的
な産業技術 を学ん だ ジェニ ー(WilliamLeBaronJenney,1832～1907)のよ
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うな人物 によ るもの となる。 しか しここで は,"芸 術家"対"技 術者"と いっ
たギーデ ィオ ン的対 照や,「 空間 ・時間 ・建築」 に描 かれた類の徹底 した技術
者 タイプの建 築家 としての ジェニーの解釈 は保 留 されねば な らぬ。 ジェニーは
1860年代末 に シカゴで事務所 を設 立 して以 来、 ヴ ィク トリアン ・ゴ シッ クの地
方版 といった意匠 を主 に仕 事 をして きたが,ア メ リカの建 築家 と しては かな り
早 目の1870年代 初 め にはハ イ ・ヴ ィク トリア ン的 な ものの不適切 さに気付 いた
よ うだ。 ジェニー とカデ ル(AdolfCudell,1850～1910)によ り1872年に設 計
され たシカゴのポ ー トラ ン ド ・ブ ロ ックは初期 のデザ インで は一 階 と二階 がセ
グメ ンタル ・アー チ,三 階 か ら六階 までが小 スパ ンのポ イ ンテ ド ・アー チ を冠
した窓で構成 され,そ の上 に大 きな ドーマー を突 出 させ たマ ンサ ー ド屋根 の階
を載 せた第二帝 政風 を加味 したハ イ ・ヴ ィク トリア ン調の ものだった が,実 際
に建 て られた時 にはポ イ ンテ ド ・アーチは すべ て小 さいなが らもセ グメ ンタル
・アーチ に変更 され,ド ーマ ーの付 いたマ ンサー ド屋根 は用 い られな かった。
そこでの大 きな窓 の扱 いは当時 と しては非 常 に例外的 なもの で,デ ュクやデ ュ
バ ンの作風 を想 わせ る。 またフ ァサ ー ドの要所 のみ に円花飾 りの よ うなオー ナ
メ ン トを配 す る とい う方法 は鋳鉄 建築物 や ネオ ーグレ ックの意匠 にもよ く見 ら
れる もので あるが,外 壁 に赤煉 瓦 とい うイギ リス的 な材料 を大量 にその ままで
用 い,ク ラシ ックとい うよ りはゴ シ ックの名残 を示 すt一 トラ ン ド ・ブ ロッ ク
は,数 年後 にはア メ リカに も多大 の影響 を及 ぼす ことにな る英 国人 イー ス トレ
イ ク(CharlesLockeEastlake,1836～1906)による家具 の意匠 を連想 させ る。
英 国ヴ ィク トリア朝 の初期 か ら中期 にかけての趣 味 の形成 に一役 を演 じた イ
ース トレイク夫妻 の甥 に当 るチ ャ ールズ ・ロ ック ・イース トレイクは絵 画 と建
築 を学 んだ人物 で,1864年にはザ ・コー ンヒル ・マ ガ ジンに,そ の翌年 か らは
ザ ・クイー ン誌上 に,更 には ロ ン ドン ・リヴュー に と,家 具 や室内装飾 に関 す
る記事 を書 いて いたが,そ れ らは 「美家の心得(HintsonHouseholdTaste,
inFurniture,UpholsteryandOtherDetails)」として一冊 に纒 め られ1868
..
年 にロ ン ドンで出版 され た。良識 あ る中産 階級 の 婦人 をお もな対象 として家 具
や室 内装飾 の望 ま しい姿 につ いて語 るとい った内容 の その本 は,基 本的 には一
般家庭 向の図書 で特別 に高度 な内容 を含む もので は ない とはい え,盛 期 ヴィク
トリア時代の恣意的 な様 式 の折衷 や過度 の装飾 に陥 りが ちな状況 の中 で,美 し
く控 目な住 環境 を各家庭 を中心 に創 り出 そ うとい う真 摯 な意 図 を持 ち,単 なる
趣味 の本 と片付 け られ る もので はない。 その中 で イース ト レイク は ピ クチ ャ
レス クな中世 の都 市景 観 と近 代 のそれ との比較 か ら論 じ始 め,住 宅の入 口 か ら
装身 具や食器 の意 匠 にまで及ぶ が,殊 更 にその影響 が大 きかったの は各種 家具
の意 匠 につ いての提言 だった。 そ こで彼 が重視 した性格 には"正 直 さ"や"道
徳性"が あ り,例 えば,蝶 番 その他 の家具金物 は隠す こ とな くそれ らの機 能 を明
示 す るよ うに用 い られ るべ き とされた。化粧張 りや木 目塗 り或 いはワニス など
の上 塗 りは否定 された。 また彫刻 の代 りに機械 的 な圧縮 によ り木彫 のよ うな効
果 を出す方法 も拒 否 された。彼 の家具 の理 想像 には現実的 な同時代人 や後世 に
とっ ては中世趣味 とも思 える要素 が あ り,柄 や木釘 によ る接 合 が推奨 され,金
属製 の釘 や螺子 は斥 け られた。 また鉄 製の家具装飾 品で は,大 旨鋳鉄製 よりも
錬鉄 製の もの を良 しとす る所 な ども上 記の理 想 に照 ら して理 解す るこ ともで き
る。 しか しそれ故 にイース トレイ クを中世趣 味 の家 具意匠家 と呼ぶの は控 えね
ば な らぬ。 それは同時代 の代表的 な家具作 家で,後 の アメ リカへの影響 とい う
点 で もイース トレイクと並 び称 された ことの ある タルバ ー ト(BruceJ.Talbert,
1838～1881)の作例集 に見 られ る家具 とイース トレイ クの 「美家 の心得」 の彼
自身 によ る参考作例 の図版(図2)と を比較 すれば理解 される。 双方 の言葉 に
よる理 念の表現 には似通 った所 があるが,タ ルバー トによるデザ イ ンは家具の
全体 の輪郭 か ら豊富 な各 詳細 に至 るまでゴ シック的 で あるのに対 し,イ ー ス ト
レイ クによ る物 は何 の様 式 とも言 えない簡単 な装飾 的要 素 を局所 にのみ用 い,
全体 も特 定の時代様式 を感 じさせ ない一単純 な構 成 が多い。 イー ス トレイクは,
彼の別 の著 作で あ る 「ゴ シック ・リヴ ァイヴ ァル(AHistoryoftheGothic
-67一
図2チ ャー ル ズ ・イ ー ス トレイ ク
「美家 の心 得」 図版 例
Revival,1872)」の内容 か らも判断 されるよ うに,相当 なゴ シック復興・主義 者
だった が,彼 自身 による家具 の意匠 では,中 世 の諸造形理 念 の近 代 にも妥当 で
見習 うべ き側 面 を自分のデザ インで示 す ことに努 め,ゴ シ ックの歴 史的 な諸形
態 に拘泥す るこ とは無 かった し,タ ルバ ー トの よ うに家具 を建築 の雛形 と して
構 想す ることも稀 だった。
イー ス トレイクの 「美家 の心得」 はア メ リカで イギ リスでの評判 を凌 ぐほ ど
の絶 大 なる人気 を得 たよ うで,1872年以来1881年まで には五版 ない し六 版 を数
えた とい う。 その普及 の過程 では,イ ギ リスでの よ うに本 の内容 や著者 の意図
の誤 解 だけでは な く,そ の本 質の無理 解 な ままでの製品化 や イース トレイ クと
い う名前の誤 用や商 業的 な乱 用 まで もが生 ず る程 で,そ の1878年版 の序 文 に著
者は以.下の よ うに付 言 してい る。
「私 はア メ リカの業者 た ちが"イ ース トレイグ 家 具 なる物 を引 き続 き宣伝
.:
してい るの を知 って い るが,そ の よ うな物 の生産 に私 は何 ら関係 は無 く,
そのよ うな物 の趣味 に私 が責任 を持 って いると見 なされるのは実 に残念 で
あ る。」
イース トレイクが特 にどの業者 を指 したのかは不明 だが,彼 によ る意匠 あ るい
は名称 およ びその両 方 を使 った例 は量産家具 メー カーか ら相当 な高級 家具商 そ
して建 築家 にまで渡 るよ うで,1876年にはボ ス トンで創刊 されたばか りの アメ
リカで最初 の本格的 な建築専 門家 を対象 とした雑誌(AmericanArchitectand
BuildingNeWs)にシカゴの建築家 ジェニー によってデザ イ ンされた家具 が他
の幾 つ かの例 と共 に"イ ー ス トレイ グ として掲 載 されて い る(図3)。 それ
は上 に数段 の飾 り棚 が
中央 に鏡 を挿 んで取 り
付 け られたサ イ ドボー
ドで,実 際 には タルバ
ー トの作例 集 か ら取 り
入 れ られた と覚 しき特
徴 もあるが,基 本的 に
は イー ス トレイクの「美
家 の心 得」 の図 版 に示
された数例 の家 具の各
図3ウ ィ リア ム ・ル ・バ ロ ン ・ジ ェニ ー
食 堂 用 家具 の デ ザ イ ン
部 を組 み換 えて作 り上 げ られ た と見 える。イー ス トレイ ク自身 によるサ イ ドボー
ドと比較す れば,そ こでは蝶番の部 分 などは目立 た ないよ うに処 理 され,より一
般的 な意匠 にな ってい るが,荒 い木地 を見せ て装飾 的要素 は数箇所の小 さな円
花 紋 状 の彫 込 と刻 線 とに限 った単 純 で素 朴 な仕 上 げは,抑 制の利 いた全体
の輪郭 と共 に,イ ース トレイ クが理 想 とす る家具 の姿 に近 い。同 じくジェニー
の作 と して前記の建 築雑誌 に掲載 され,上 の家具 と相 前後 して設計 された と推
定 され る四 階建 の鋳鉄 と石材 とによ る店舗の フ ァサー ドが イー ス トレ イクの家
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図4ウ ィ リア ム ・ル ・バ ロ ン ・ジ ェニー
二 種 の フ ァサ ー ドの デザ イン
具 の特 徴 を幾 つ も示 し
てい るの は興味深 い(図
4・右)oそ れ は シカ
ゴ に計画 された もので,
イ ンデ ィアナポ リスの
事務所建 築の鋳鉄 ファ
サ ー ドのデザ イン(図
4・ 左)と 共 に紹 介 さ
れてい る。 この イ ンデ
ィアナポ リスの ものは,
半地階 と一階 は平 らな楯 をもった窓,二 階 は浅 いセ グメ ンタル ・ポ インテ ド ・
アーチ,三 階 はポ イ ンテ ド ・アーチ,そ して四 階 も同 じくポ イ ンテ ド ・アーチ
を冠 した窓 だが それ を二 つの大 きな切妻風 ドーマ ーに高 さを変 えて沿 わせ るこ
とによ り,全 体 と しては扁平 で四 角 い輪郭 を持 った都心 型建築物 の ファサー ド
上で ゴ シック的 な土 昇感 と多様性 と を表現 す るとい うハ イ ・ヴ ィク トリア ン ・
ゴ シ ック風 の諸要素 を多分 に含む ものだった。一方 シカゴに計画 された もの は,
一階 か ら四 階 まで開 口部 にはすべ て平 らな楯 を用 い,直 線的 そ して金属 的 な要
素 によって水平 およ び垂 直 に分割 された大 きなガ ラス窓 とい う近代的 なファサ
ー ドを示 してい る。 それは既 に検討 した ニュー ヨー クな どに見 られ るネオ ・グ
レック調の鋳鉄 製 ファサー ドに非常 に近 いが,ギ リシア風の装飾 はほ とん ど無
い。両隣の建物 と接 す る壁の部分 は ファサー ド上 で も壁 の端 あ るいは延 長 と し
て表現 され,そ れは非 常 に細 く扱 われてい る各階 間の スパ ン ドレルと相俟 って,
数段 の棚板 を二枚 の大 きな板 で挾 んだ イー ス トレイクの本棚 に似 た構 成 を持 っ
て いる。 これは後 の ジェニー による幾 つ かの商業建 築物 がそ う思 われた よ うに,
骨組 をその まま外部 に表 わす とい った実 用主義的 なもの で もなければ,所 謂伝
統的 な装飾 を廃 して造形性 のすべ て を幾 何学的 な構 成 とプ ロポ ー シ ョン或 いは
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マ ッスや ヴ ォリュー ムで表現 す る とい った近代抽 象美術 のよ うなもので もない。
それ どころか ジェニー は ここで,シ カゴと インデ ィアナtリ スの建物 の立面 を
並 べた図面 の中央 に,シ カゴの フ ァサー ドの詳細 の拡 大 とその納 ま りを描 いて
い るよ うに,新 しい装飾 の方法 を示 してい るのだ。 その方法 はイース トレイ ク
の家具の意 匠 あるいは装飾 法 に非 常 に近 く,平 板 な部 材 の表面 に円花紋の よ う
な彫 込 を限 られた箇所 にのみ施 し,力 の かか り具 合の変化 を示す かの よ うに微
妙 に部 材 の形状 を変化 させ,小 さな持送 りのよ うな形態 を要所 に用いて 力学的
あるいは実 用的 な意味合 を持 たせ,あ とは植物 文様 と刻線 の み を必要 に応 じて
僅 かに使 うとい うもので ある。 この方法 は既 に検 討 したポー トラン ド・ブロ ッ
ク(1872)をも先例 のひ とつ として,イ ー ス トレイ クともネオ ーグレッ クとも
区別 し難 い形 で,所 謂 シカゴ派 の先駆的作 品で ある第1ラ イター ・ビルデ ィン
グ(1879)の意匠 にまで発展 させ られ た。 当初 は五階建 だ った この商業建築物
は鉄骨構 造で はなかった が,そ こで は各階 の床 を支 える15本の鋳鉄柱 がその太
さを減 じなが ら同 じ配 置で最上 階 まで到 り最大限 の有効空 間 を生 み出 し,外 側
の煉瓦 の柱 も鉄材 で補 強す る ことによ り可 能 な限 り細 くされ開口部 面積 を大 き
くした近 代的 な ものだ った。煉 瓦の角柱 と視覚 的 には同 じ位 に細 く表現 された
スパ ン ドレル とがフ ァサ ー ド全体 を均等 に分割 し,そ れ らの交点 す なわ ち柱 の
表面 の各 階の床 レベル には,恰 もそこで材 料 を変 えられ てい るため に何 らかの
接 合用板 材 にで も見 える部分 を固定す るボ ル トの頭 の よ うに円花紋状 の彫込 が
施 されて い る。 それが巧妙 に造 形 された鉄 製の細 い中方立 てや それ らの上 に刻
まれた幾 つ かの直線 そ して古典 的 な建 築の名残 を暗示 す る程度 の軽 い造形上 の
分節 と共 に、重要 な装飾的要 素 と して建物 全体 を統御 して いることは,そ れ を
欠 いた約 十年後 の増築 であ る上 層 の六 階 と七階 の部 分 が下層部 と比べ て無味 乾
燥 な もの にな って いると ころ か らも窺 われ る。 その増 築 の翌 年1889年に着 工 さ
れ,後 に第2ラ イター ・ビルデ ィングと して知 られ るよ うになった現在 の シア
ーズ百貨店 は,そ の建築的構 成の外部 への即物的 な表出 によ って,幾 何 学的 な
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眼 によれば第1ラ イター ・ビルデ ィング以上 に高 く評価 され るの だろ うが,そこ
で は ジェニ ーが永 く追究 して きた構 造 と装飾 との一体化 を確認 す ることはで き
ない。本 格的 な折 衷主義 の時代 にジェニーの中の イー ス トレイ ク的 なものは消
滅 した が,都市 の郊外 には未 だ イー ス トレイ クの影響 を示 す住 宅 が建 て られ"イ
ース トレイ ク ・ス タイル"と い う名称 も使 われていた。 しか し,皮 肉 なこ とに,
その多 くは イース トレイ ク1の嫌 った"ク イー ン ・ア ン"の 一種 と して扱 われ,
現 在で も"イース トレイ ク"と"ク イー ン ・ア ン"ス タイルは多 くの場合 混同
して語 られて い る。
結 語
イー ス トレイ クは ヴ ィオ レ ール ーデュ クの言葉 を 「美家 の心 得」 の巻 頭 に掲
げてい るが,こ れは間接的 なが らも彼 とネオ ーグレック との強 い関係 を象徴 し,
両者 が アメ リカにおいて勝 手 に解釈 され,そ こで初 め て結 び付 け られた もの で
は無 い とい うことを暗示 して いる。 ヴ ィオ レ ール ーデ ュ クは基 本的 には ゴシ ッ
クの讚美者 で ネオ ーグ レックと呼 ばれ るよ うにな ったラブ ルー ス トらとは様式
上 は相 容 れない が,ロ マ ンテ ィシズム と一種 の合理 主義 そして因襲的傾 向 が強
くな ったア カデ ミー に対 す る姿勢 とい う点 では共 通の基盤 に立 っていた。 ネオ
ーグレ ックとイー ス トレイクのアメ リカへ の影響 とその後 の展 開 は,ヴ ィオ レ
ール ーデュ クなどを象徴 的 な中心 的人物 とす る"ロ マ ン的 合理 主義"の 動向 が
"運動"と も言 える程 に強力 で相 当 に"国 際的"だ った ことを示 してい る。
ネオ ーグレッ クの人々 がルネサ ンスの因襲的側 面 に囚 われが ちだった フ ラン
スの ア カデ ミー内 で古典 と しての ローマ の絶 対性 を否定 したよ うに,イ ース ト
レイ クは イギ リスで も相 当の歴史 を持 つ ル ネサ ンス的 な古典 を否定 あるいは無
視 した。彼 は ゴ シックを イギ リスの国民的様式,殊 に,イ ギ リスの どの よ うな
田舎町 にお いて も自然 にそ して健 全 に育 まれ るべ き様式 と して捉 えるとい う,
ネオ ーグレックとは別 の次元 のロマ ンテ ィシズ ム を持 っ ていた。
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ネオ ーグレッ クとイー ス トレイクの デザ イ ンに共通 す る要素 で ある家具 や建
築物 の各部 に"刻 まれた線"は,両 者 の合理 主義的側 面 を代表 す る。細 い"刻
線"に よ る装飾 は,簡単 で経済的 なだけでは な く,それが"構 造"の 表面 に後 か
ら施 された"装 飾"で あ ることを瞬 時 に示 す。 この構 造 と装飾 との明確 な"分
離"は,ま るで装飾 その もの を積 み上 げた よ うな建物 や家具へ の抗 議 で あ り得
た。この種 の道徳 に近 い程 の合理 主義 は アカデ ミー との摩擦 を増 した り,微妙 に
異 なった形 での革 新 を計 る他 の合理主義的 傾向 を持 ったデザ イナー とり相互理
解 を妨 げる原 因 ともなったが アメ リカでは未 だ強 力 なアカデ ミー が確立 されて
いな いこと も幸 して,1870年代 には この線 に沿 ったデザ イ ンも比較 的 自然 に実
現 された時期 が あった。 しか し,ネ オ ーグ レックや イー ス トレイ クを一 時の フ
ァッシ ョンとして扱 う立場 は別 と して,十 九世紀 の合理主義 者 には一度 分離 し
てみた"構 造"と"装 飾"と をど うすべ きか とい う難問 が解決 されず に残 った。
多 くの場 合 は再 度 の"融 合"あ るいは"結 合"が 当 然 の もの と して試み られ
た。 それは一種 の新 しい行為 で,ネ オ ーグ レックや イース トレイ クの時 代 の次
に来 る本格的 な折 衷主義 は,そ の行為 の連 続的 な展 開 と考 え られ ると同時 に,

















York,1893.と し て 再 版 さ れ た 際 に は,1861年 の 初 版 で``romantique"と 表 現 さ れ て
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